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ご挨拶 
 

 

2023年 9月 3日、夏が戻ってきたような秋晴れの日に、在スイス日本国大使館多目的ホールにて、2023

年秋の日本語教育セミナーが開催されました。講師には、国際交流基金ケルン日本文化会館 日本語上級

アドバイザー東健太郎先生をお迎えし、「『教科書を教える』？『教科書で教える』？」というテーマで

行いました。 

 

今更ではありますが、授業を行う上で「理論」と「実践」は車の両輪のようなもの、どちらか一方だけ

でも上手くいかないのは皆様もよくご存知でしょう。また、スイス日本語教師の会には、専門的に日本語

教育を学ばれた方から、縁があって日本語を教え始めたばかりの方まで、さまざまな経歴、経験をお持ち

の方がいます。理論と実践をバランス良く学ぶにはどんなセミナーが良いのだろう、と考えた時に思い浮

かんだのが、東健太郎先生でした。そして、東先生も私たちの希望を汲んでくださり、ガニェの９教授事

象、ケラーの ARCS動機付けモデルといった理論、東先生のご経験を踏まえた実践の数々を惜しげもなく 

ご紹介くださいました。教え始めた頃は必死でも、４、5年経って教科書が一通り終わった頃にはできて

いる「つもり」になってしまう、そして 10年 20年と時が経ち、ふとした時に「マンネリ化している？」

と気づく…すらすら教案通りにできることに安心し、日本語授業ロボットと化していることに満足してい

た…私自身のことですが、同じようなことを感じている方は多いと思います。セミナーの詳細は、東先生

からの講義資料と荒川ゴリュ知佳さん、ブーニケ湯本宏美さんが書いてくださった感想文をお読みいただ

くのが一番ですので、どうぞゆっくりご覧ください。 

 

東先生の軽妙な語り口に笑いを誘われましたが、先生の経験されてきたこと、何もないところから教材

を作り、学校を作り運営する行動力、そして学習者への愛情、教育への熱意を間近に感じたことも大きな

収穫です。改めてお礼申し上げます。 

 

 また、「セミナーで学んだことを自分の授業に活かす」ということも、わかっているけれどなかなかで

きないことの一つですが、会員のチュウミ晶子さんがフォローアップ勉強会を企画してくださいました。

このようにセミナー後も学びを共に深めていけるのも、教師の会ならではの素晴らしいことではないでし

ょうか。 

 

 この秋のセミナーは、新役員体制になって初めてのセミナーです。企画段階では前会長、役員がたが、

春のセミナー後に経験や知識、アイデア豊富な３人が抜けた後は迷うことも多々ありました。そのような

時、歴代の会長、役員だったらどうするだろうとよく考えたものです。臨機応変に対応してくれた役員、

そして参加してくださった皆さん、本当にありがとうございました。 

 

最後になりましたが、スイスにおける日本語教育を支援し、セミナー会場を提供してくださる在スイス

日本国大使館のご助力に心から感謝致します。今回も在スイス日本大使館日本広報文化センター川原剛所

長に開会のご挨拶をいただきました。また川原所長及びフローリッヒ・マルティーナさんには準備からセ

ミナー当日まで大変お世話になりました。会を代表して心よりの感謝を申し上げます。   

 

このセミナーが皆様の日本語教育の世界を広げる機会となれば幸いです。2024年春のセミナーで再びお

目にかかれますように。会員の皆さまのご健康とさらなるご活躍を役員一同心よりお祈りしています。 

 

2023年秋 吉日 

スイス日本語教師の会 会長 

ミューレバッハ名倉千春 
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セミナー 日程 
 

2023 年 9 月 3 日（日） 

 

 

09:30-   受付開始 

10:00   開会のあいさつ 

10:05     写真撮影 

10:15-12:00      講義１ 「教科書を教える」？「教科書で教える」？① 

12:00-13:15  昼食 

     

13:15-15:05  講義２ 「教科書を教える」？「教科書で教える」？② 

15:05-15:15    休憩 

15:15-15:45  講義３ ブラッシュアップトレーニング（グループワーク） 

15:45-16:15  ふりかえり 

16:15-16:45  Ｑ＆Ａ 

16:45   閉会 

 

 

 

 

 
 

記念撮影 
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講義資料 
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グループワークのまとめ 

   

 

 

 

グループ１ 

 

ペルセニコ長森 千枝 

小川 理恵 

クレニン道上 まどか 

宮崎ストレスレ 梓 

 

グループ２ 

 

紀ワイルド 恵子 

幸野 真美 

ラム鈴木 麻理 

ゴチ 祐理子 

グループ３ 

 

金子 典代 

ワルツァー 貴美子 

小川 知香子 

ムーリ髙杉 昌子 
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グループ４ 

 

フックス清水 美千代 

ミューレバッハ名倉 千春 

伊豆川マーティ 葉子 

髙田 千春 

グループ５ 

 

水野 裕香 

カイザー青木 睦子 

サルペリ 文 

鈴木 理香 

グループ６ 

 

メルロ 栄子 

クラウス 伊都子 

ドルダー猪股 史子 
シュワルツェネッガー竹本 真砂子 
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グループ７ 

 

田嶋チュウミ 晶子 

ロース牧野泰子 

川亦洋子 

小林美智 

グループ８ 

 

ドイリオッティ山口 厚子 

岩井 純子 

デーゲン北楯 かずみ 

ヴァルティ なぎさ 
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グループ９ 

 

クンツ鈴木 美津子 

荒川 知佳 

ブルフ森川 里香 

湯本 宏美 

ホデル ふぁそ 

里信 邦子スピリグ 

グループ１０ 

 

フェイダー石川 佳世子 

マンゴールド吉田 克子 

ロ－サ－佐々木 敦子 

モジマン中西 生子 

渡辺ロッフェル 芽 
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感想文 

 
荒川ゴリュ 知佳 

 

 「教科書を？で？」すでにこの助詞の使い方から、改めて日本語の難しさを実感しスタートしたセミ

ナー。私は普段授業で日本の小学校で使用されている教科書を教材として使っている。日本で使用され

る小学校の国語の教科書は民間で著作、編集された後、文部科学大臣が教科書として適切か否かを審査

した図書である。作成にはプロジェクトチームが結成されて、何年もかけて吟味されて修正もされなが

ら作られている。そのため、内容も言葉一つをとっても意図的で非常によく考えられている。だからこ

の 1 冊を教材として、内容をしっかり伝えておけば、学習者はきっと理解してくれる、できるようにな

る、と日本語授業ロボットは教えていたつもりになっていかもしれない。しかし実際、目の前にいる学

習者は、レディネスもニーズもそれぞれなので、彼ら一人一人の意欲を引き出すこと、そのために、彼

らの親しみやすい教材、モチベーションに結びつく教材、個々が達成感を感じられるような教材へと工

夫して使う、あるいは開発していくことが大切だということがよく分かった。 

 また、今回の研修は自分自身の授業について見つめ直す機会ともなった。授業の組み立てをデザイン

することは、ガニェの９教授事象に基づいて一つ一つ確認していくこと、学習意欲を高めるためには、 

A R C S 動機づけモデルに沿って確認し、「やる気」を引き出していくことである。一つ一つ丁寧に説

明してくださった東先生の実践例や具体的な方法をお聞きし、これまでの自分自身の授業デザインでは

全く不十分だったり、新たな可能性を発見したりと、視野を広げることができた。今後ぜひ行動した

い。 

 紹介してくださった実践例の中で、ローカライズ教材には興味が湧いた。学習者が生活する地元は親

しみやすく、日本語を使って表現したいという意欲や必要性に結びつけやすいのではないかと思う。ま

た、振り返りポッドキャストも、常に時間との戦いにもなっていることや、クラスの一体感をねらう私

にとって、とても素敵なアイデアだと思った。 

 昼食であんなにプリプリした美味しい黒胡麻豆腐の後、午後の講義はまるでランニング２０km 完走後

のようになってしまいそうだったが、ワークショップでは新しい出会いや授業アイデアを得られとても

有意義だった。私にとっては久しぶりに対面でのセミナー参加となり、とても勉強になったのはもちろ

んのこと、教師会のメンバーの皆さんにお会いでき、心にもエネルギー補給ができた。 

 最後に、東先生、本当にありがとうございました。そしてセミナーの企画、運営にご尽力下さった役

員の皆様にも心より感謝申し上げます。  
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感想文 

 
ブーニケ湯本 宏美 

 

 日本語教師として経験の浅い中、ドキドキしながら なんとか「教科書を教える」というところから始

めて、今後 もっとレディネスやニーズに合わせて「教科書で教える」事も出来るようになるには、どの

様に授業をデザインしたらよいか、そして どの様な事を大切にしたらよいか、沢山の具合的な例、アイ

デアと共にご紹介くださり、学ぶ点が多くありました。まさに聴きたかったテーマでした。 

 個人的には、特に「インストラクショナルデザイン」について学ぶ点が多くあった様に思います。導

入、展開、まとめ、それぞれに 自分の授業で改善させる部分があり、自分のレッスンを振り返る大変よ

い機会を頂きました。早速 出来るところから始めてみます。頂きましたチェックリストも 今後 折々に

参照し、授業を振り返って改善していけたらと思っています。 

 今回、お恥ずかしながら初めて「インストラクショナルデザイン」や「ARCS 動機づけモデル」につい

て知り、現在受けている育児についてのオンラインコースがとてもよく組み立てられていることに気が

付きました。又、昔 ドイツ語学習時にお世話になった先生の授業を思い出し、ドイツ語だけでなく授業

のデザインについても学ぶ点が多々あった事に改めて気づきました。ドイツ語学習の経験から雑談の大

切さや、作文が よい個人情報の収集!?になることなどについても深く頷きながら拝聴しておりました。

学習者の視点も併せ持ちながら今後のレッスンに活かしていければと思います。 

 その他、モチベーションを維持させるためにも 何ができるか、グループワークで各先生方が 実践さ

れていることを伺うことが出来ました。役員の皆様、学びの多い 有意義な機会をオーガナイズください

まして ありがとうございました。 

 東先生、授業外の時も どの様な授業がよいか思いを巡らせて 学習者の方々に寄り添い、教室の中で

は 更に心理的安全性を大切にされていることが印象的でした。心理的安全性を保障するために 間違っ

てもよいのだと伝える事、教室のルールを予め説明する事なども勉強になりました。ありがとうござい

ました。 
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２０２３年 秋のセミナーアンケート結果 （回答 35名） 
 

 

「教科書を教える 」？「教科書で教える」？ 

ー 授業力 ブラッシュアップトレーニング ー 
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講義に関する感想をご自由にお書きください。24 responses （原文のまま） 

 

東先生の実践内容が ARCS モデルに落としこまれて（後付けとはおっしゃっていましたが）、とても分か

りやすかったです。独自性という点もとても勉強になりました。  

 

1 つだけ気になったのは、「教科書で教える、教科書を教える」というセミナー題名が、本編の内容と微

妙にずれていたように思いました。セミナーの題（テーマ）を見て参加を決める方もいらっしゃると思う

ので、その点が少々残念だったと思いました。 

 

東先生の講義の順番、目線や態度、話し方が、まさにチェックリストの内容のお手本のようで、実際講義

を受ける生徒にどう好影響を与えることができるかを身を持って体験できて、大変勉強になりました。 

 

短い休憩を入れてもらいたかったです。 
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先生ご自身が話しすぎた、とおっしゃっていましたが、実際座学の時間が長く、講義自体は 9 教授事象で

は構成されていないのか…と思いました。 特に午後は食後、座学、薄暗いのコンボで休憩も少なかったの

でややつらかったです。 

 

教科書で教える授業は人として教師としての力量が試され、人生を通しての引き出しの多さやソフトスキ

ルがいかに重要かと痛感しました。また、結局は信頼関係、という一言が非常に腹におちました。全体を

通して、初めて知ることが多く非常に勉強になりました。ありがとうございました。 

 

授業力改善のために、すべきことはなんとなくわかっているようでも、今回のように研究者の教授事象や

モデルで具体的に示されたこで、整理して深く学べた。  

先生の具体的実践を教授いただけたことで刺激を与えていただいた。授業に変化をもたせられるよう実践

しようと思えた。 

 

ワークショップの時間がとても短くなってしまったのが、残念です。 

 

日本語授業ロボットになっていないか？との問いかけにドキッとした。数をこなし、授業はお決まりの流

れでできる。けれど生徒を本当に見ていなかったのかも？と内省の機会となった。生徒に寄り添った内

容、流れ、「わかる」から「できる」を自信をもって感じられるような授業にできるよう 見直そうと思

う。また東先生のおっしゃっていた「妄想力」の大切さもその通りだと深く感じた。 

 

楽しい講義でしたが、もう少しグループワークが長ければ良かったと思います  

 

教師としては誰もが知っていると思われる、「教科書を教える」「教科書で教える」に関しての講義によ

り、新たにそれぞれの教師がマンネリ化した授業からいかに脱出できるかを考察する良い機会になったこ

とは大変有意義であったと思います。また、教師の経験が少ない教師の方々にも、授業のデザインを考え

る上で有益だったと思います。 

 

とても勉強になり、有意義な講義でした。引き込まれる話し方で楽しかったです。 

 

新たな学びと確認ができた講義でした。東先生が終始笑顔でお話をされているところも、大変勉強になり

ました。ありがとうございました。 

 

実践できそうな具体例が多くて為になったのですが、早すぎたり声が小さかったりした部分があってメモ

するのが大変でした。 

 

今回の講義のお陰で、自分の中で足りている部分、足りない部分が明確になりました。どの部分をもう少

し発展させればいいかなど、整理ができて非常によかったです。 ただ、グループワークの時間が短過ぎた

のが残念でした。グループに分かれて紹介しあって、ハイ終わり！だったので、グループごとに何か教材

か教案を考える時間があったら、更によかったですね…。でも、講義には満足しています。ありがとうご

ざいました。 
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講師の方のスタイルもあると思いますが、せっかく Zoom ではなく、対面で行なっているので講義形式も

いいのですが、もう少し相互のやり取りがあってもよかったかなと思いました。特に昼食後は休み時間も

なく、集中して聴くのが辛かったです。グループワークでは、最初何をすれば良いのかよく分かりません

でした。 

 

東先生のメリハリのある楽しい講義に惹きつけられ、あっと言う間に時間が過ぎてしまいました。 

 

せっかく東先生にガニエの９教授事象や ARCS モデルについてお話を伺ったので、振り返りの時間にはそ

の理論を活かす授業について話せればよかったと思いました。 

 

グループワークにもう少し時間があれば、もっと色々なアウトプットが見られたのでは…と思います。 

 

関西弁での講義、いつもよりちょっとリラックスして受けることができた気がします。いろいろな新しい

アイデアをありがとうございました。 

 

授業を見直すことができて、とてもよかったと思います。ありがとうございました。 

 

今回の講義のキモとなったのは、既存の教科書に頼りすぎず、それぞれの場所や対象によって、臨機応変

に教材や教え方をローカライズ又はカスタマイズする事がどこまで可能か、という事だと思います。そう

いう意味で、東先生がカタールで独自の教材を編纂なさったのは素晴らしい例です。でも、私を含めセミ

ナーに参加された方々の多くは、専任ではなくパートのような働き方で、しかも趣味としての日本語を教

えている場合が多いと思います。そのような現場での日々の小さな工夫やアイデアについて意見交換でき

るのが、私にとってのセミナーの楽しみなのですが、今回は残念ながらその時間が短すぎました､､､次回に

期待します！ 

 

長年、教職を務めているとどうしても自分のスタイルがマンネリ化し、そこに満足してしまうところもあ

るので、あらためて、自分の教授法を振り返るいい機会になった。 

 

授業に対する取り組み方について、考え方が根本からリフレッシュされる内容の講義でした。ありがとう

ございます！ 

 

今回の講義では、日本語を教える上での心がけや注意点、授業の組み立てや生徒への働きかけなど、数多

くのことを再確認でき、私にとって非常に有意義な講義でした。東先生の説明は分かりやすく、笑顔も親

しみやすく、時に笑いを交えて、リラックスした雰囲気の中で受講できたこともよかったです。 SNS や

podcast・動画など、今までなかなか利用できずにいましたが、講義での例やグループワークでのみなさ

んのご経験・アイデアなども参考に、今の時代ならではの物も、しり込みせずに上手に取り入れるように

して、学習者がスイスにいても使える日本語、また、日本や家族とつながることができる生きた日本語を

教えていけたらと思います。 東先生や参加者のみなさんの熱意を感じ、たくさんのエネルギーを頂きまし

た。今後も勉強させていただきます。どうもありがとうございました。 
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セミナー全般、運営などに関して気がついたこと、今後のセミナーのご提案がありましたらお書きくださ

い。23 responses （原文のまま） 

 

ブレイクアップの時間がもっと欲しかった。また、地域ごとのサブグループができればよいと思います。 

 

全てが準備万端、完璧でした。また、お弁当が上品な味でとても美味しかったです。いつもながら役員さ

んの気の利いた準備で、気持ちよくセミナーに参加できました。ありがとうございました。 

 

今回のようにいつも９月の第一週目の日曜日の開催にしてほしいです。 

 

予定通りでスムーズでした。昼食も美味しかったです。4 人の役員さんたちでこれを準備されるのはかな

り大変だろうと思いました。 自分を含め「忙しい」ことが理由で役員の仕事を引き受けられないけど、秋

のセミナーボランティア、など限定的なお手伝いならできそうなのでもっと会員で仕事を分担するのはど

うでしょうか。 

 

企画された方々の細かい気配りに感謝します。 

 

役員の方々、多くの方々がセミナーや会を支えられていることに感謝しかない。 

 

午前中に 5 分の休憩があればよかったです。  

講師の先生に伺った上で、講義中でもトイレに行ってもよいとし、セミナー開始前にそう参加者に伝える

のはどうでしょう。女子トイレが２つしかないので、許されるのでは。  

ワークショップやアクティビティーの時間をうまく入れて、その間に自由にトイレに行かれるようにして

はどうでしょう。難しいと思いますが。  

お弁当がとてもおいしくて、量もたっぷりでした。次回も同じところで注文していただきたいです。 

 

いつもよくオーガナイズされていて感謝しています。ありがとうございました。 

 

素晴らしいチームワークで、見ているだけで感動しました  

 

特にありませんが、会長はじめ役員の皆様お疲れ様でした。来春のセミナーをすでに楽しみにしていま

す。 

 

煮物や胡麻豆腐等、お弁当がとってもおいしかったです。 

 

休憩が少なく思いました。換気がもっと頻繁に出来たら、とも思います。全般的に満足です。どうもあり

がとうございました。 

 

午後暑いときは、窓を開けてほしい。 
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お疲れさまでした。完璧なオーガナイズで感謝です。ありがとうございました！ 

 

グループワークの時間がもう少しあればいいなと思いました。  

 

お弁当がとてもおいしかったです。 

 

コロナ時のように、オンラインセミナーも同時に開催して頂けると嬉しいです。 

 

午前も休憩時間はあったほうが良い。 

 

役員の皆様、どうもありがとうございました。 

 

いつも素晴らしいセミナーを企画してくださり、ありがとうございます。講義中はずっと窓が閉まってい

て、後半は特にちょっと息苦しい感じがしたので、換気のためにも少し隙間をあけておいた方が良いので

はないかと思いました。今回のお弁当は、ボリュームもあっておいしかったです。 

 

運営委員のみなさんにはいつもお世話になっています☺ 

 

役員会が新体制になって初めてのセミナー、お疲れ様でした。事前のお知らせから当日の運営に至るま

で、全て完璧！とても気持ちのよく受講できました。役員の皆さん、ありがとうございました。 

 

お忙しいなか、セミナーの事前案内、当日の進行、参加者への応対や案内など細かな配慮が感じられ、セ

ミナーが滞りなく進むよう尽力されているのが伝わりました。ありがとうございました。 

 

今後のセミナーで講義をお願いしたい講師の方や、専門分野がありましたらお書きください。 

6 responses （原文のまま） 

 

「評価」を上手く取り入れて学習効果をあげる方法について学びたいです。 

 

苫野一徳先生（教育哲学、熊本大学） 稲垣みどり先生（日本語教育、現象学、山梨学院大学） 宇佐美

洋先生（評価論、コミュニケーション論、東京大学） 

 

語彙の増やし方について 

 

國學院大学教授（まだ准教授かもしれません） 加納なおみ  

https://k-read2.kokugakuin.ac.jp/profile/ja.0d1546df138e10c9.html 特に、外国語教育におけるトランス

ランゲージングについての講義をお願いできればと思います。トランスランゲージングは比較的新しい分

野ですが、特に海外で日本語を教える教師にとって、知識として知ることは大切だと思います。日本に

は、トランスランゲージングに詳しい専門家は少ないので貴重なお一人だと思います。 
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インストラクショナルデザイン。 今回の講義のテーマは大変よかったです。自分の教師力や授業力を見直

していけるようなテーマを引き続き学びたいなと感じました。 

 

山内博之先生、中俣尚己先生… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 
 ２０２３年春のセミナーの報告書の作成が、役員となった私の最初の仕事だった。前任のＭさんとベル

ンでお会いして、半日かけて懇切丁寧な引継ぎをしていただいたことが、つい最近のことのように思え

る。編集は、最後の最後まで推敲を繰り返し、「本当に完成できるのか」と、どんどんゴールが遠のいて

いくような気がした。しかし、天は、いや、役員のメンバーは私を見捨てず、特にＣさんは、同じ学校に

勤めているおかげもあり、貴重な空き時間を返上してまで空き教室（時には校長室をお借りしたこと

も！）で、つきっきりで編集作業につき合ってくださった。冒頭に、「最初の仕事」と書いたが、実際に

は新旧役員の皆さんの支援なしでは到底できなかった。 

 

 今回の秋のセミナーの報告書は、東先生の講義資料やグループワークでの成果物、今回感想文の作成を

ご担当してくださった会員のお二人の感想文を読みながら、講義内容を改めて振り返ったり、「外でお弁

当を食べただなんて、遠足以来だったかも？！」「多くの方々に励ましや労いの言葉をいただいたな

あ。」とセミナー当日のことを感慨に浸ったりしながら、作業を進めることができた。今回の報告書の作

成も、役員や会員の皆さまのご支援の賜物の言葉に尽きる。 

 

 高等学校の教科書に掲載されている鷲田清一氏の評論「真の自立とは」で、「自立とは、（中略）いざ

というときに助け合う相互依存のネットワークをいつでも起動できること。」「自立したフォロワーがし

なやかにいつも全体を見ていること、すなわち『賢いフォロワーシップ』が実は重要なのです。」と書い

てある。スイス日本語教師の会には、助け合う相互依存のネットワークがあるのが強みだ。このネットワ

ークのパイプ役とフォロワーになれるように努めていく所存である。 

  

 今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

                                          ≪M.MT≫ 

 

 

 

 

 次回のセミナーでまた皆様にお目にかかれるのを楽しみにしております。 

2023年 11月 スイス日本語教師の会 役員一同 


